
児安小学校の取組

１ はじめに

本校区は小松島市北西部に位置し，徳島市・勝浦町に隣接している。県内最大の二級河川勝
浦川が流れており，南岸には田園地帯が広がる，自然豊かな地域である。
本校は，現在児童数は127名，学級数は９学級あり，年々児童数は減少傾向にある。三世代同

居家族も多く，生活の中で高齢者にふれあう機会が多くある。教育熱心な土地柄で，学校への
期待も高く，PTA活動も活発である。
学校教育目標「一人一人の良さを生かし，ともに伸びゆく児安の子ども～確かな学力（知）

・豊かな心（徳）・健やかな体（体）」を掲げ，「あいさついっぱい まなびいっぱい かんど
ういっぱい」のスローガンのもとに，取り組んでいる。
本校の児童は，明るく活動的で，のびのびと学校生活を送っている。休

み時間には，大人数で集まって遊ぶことを好む児童が多く，高学年の児童
は，低学年の児童の面倒をよく見ている。学習面においては，自分の思い
や考えを積極的に伝えようとする児童が多い。その一方で，自分の思いを
表すことに苦手意識をもっている児童もいる。失敗なく見栄えのよい結果
を残すことに重きを置き，相手の意見を聞き自分の思いを深めることや，
新たな考えを生み出すことについて課題であった。
こうした実態を踏まえ，一人一人の良さが生かされ（確かな学力），とも

に伸びていく（豊かな心・健やかな体）ことのできる児童の育成を目指し，
日々取り組んできている。

２ 図画工作科における児童の実態

図画工作科の研究を進めるにあたり，全校児童を対象にしたアンケートを実施し，結果の考
察から課題を把握し，実践の糸口となる資料として活用することとした。研究1年目の「図画工
作科の授業は好きですか」の設問に対し，全体の87%の児童が，図画工作科の授業が好きであ
ると回答している。（グラフ１）
授業の中でも，製作活動に没頭し，自分の感性を働かせながら，自分の思いや願いを形に表

そうと納得のいくまで作品と向き合う児童の様子も見受け
られる。
その一方で，図画工作が好きではないと回答した児童の

理由として，「下手だから」「うまくいかないから」といっ
たものが挙げられ，絵や立体工作の分野での強い苦手意識
が覗えた。また，短絡的に自分の作品を友達の作品と比べ
たり，自分のイメージ通りにいかないことを「失敗」とし
て捉えたりと，下手なことが苦手意識ややる気の低下につ
ながっていることが，記述回答からも読み取れた。さらに，
鑑賞の分野に対する興味関心の低さや苦手意識があることも明らかとなった。「友達の作品の
よさがわからない」「言葉で表すことが苦手」といった，造形的な見方や考え方の部分での課
題も見られ，学びが浅い段階で留まっている現状が見られた。

３ 令和２年度の成果と課題及び令和３年度の副主題と仮説

令和２年度は，主体的・対話的で深い学びの実現に向けた「具体的な授業構想と展開の工夫」
に焦点を当てた研究を進めた。授業を構想するにあたり，表現や製作の過程，児童一人一人の
思いや考えを大切にすることを意識した授業展開を図ることを全教職員が目指したのである。
教材研究を通し，児童の興味関心が継続する題材構成，児童がであう材料や用具，活動場所や
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環境，友達とのかかわりなど，表現と鑑賞を相互に関連させた授業展開を意識した。特に，教
師も児童と同じ製作をすることで，一度発想したものでも実際の構想段階では表現することの
難しさや，材料の持つ形や色，感触から広がるイメージを形にしていく奥深さを感じることが
できた。「うまくいかない」と苦手意識を持つ児童が，失敗への恐れや自分の作品への自信の
なさを少しでも軽減することができるような，温かな学習環境作りも大切であることに気付く
ことができた。
表現したものを共有するために有効な手段の一つがICT機器の活

用であった。発想や構想，材料や素材の選択や組み合わせといった
製作過程の様子を，適宜大型テレビとつなげて映し出していった。
製作過程で作品を見合う機会は，「つくり・つくりかえ・つくる」
学習環境を整えることにつながっていたのである。またタブレット
端末に写真や動画として保存することにより，児童の変容や学習後
の評価をその都度振り返ることができ，PDCAサイクルが円滑に進
められる一方策へとつなげることができた。
また，「造形遊びをする」学びは，自由に思いつくままに活動

を楽しむ喜びを感じることにつながっていた。題材を通し，自然
と形や色，イメージとの対話ができており，心が交流することで
表現する喜びを深める児童の姿が多く見られた。
しかし，たとえ豊かな発想をしたとしても，自分の思いを表現

するためには，確かな技能を身に付けさせる必要があった。授業
実践の中では，材料同士をうまく接合できないことで，作品が安定せず，倒れたりこわれたり
していたことがあった。どの材質の物にはどの接着の方法（接着剤の種類）が適切であるか，
教師の提示も不十分であったし，児童の経験が浅かったように感じる。技能的に必要なことは，
各学年で系統立てて指導する必要を強く感じるとともに，確かな技能を身に付けていきたいと
感じた。図画工作科における材料や用具を系統的に扱うことができるようなカリキュラム・マ
ネジメントを工夫し，自分の思いを表現に生かすことのできる造形的な成功体験を重ね，学び
の深まりを期待したいと考えた。
また，感じたことや思ったこと，考えたことなどを言葉で整理し表現する言語活動の充実を

図ることの必要性も感じた。一面的な感想であっても，その言葉の中にある「形」や「色」，「イ
メージ」の持つよさや美しさが隠れていることがある。自分の思いを表現できる児童を育てる
ための，言語活動の充実を図りたいとも考えた。そこで，本校児童の「図画工作科がすき」と
いう思いが，技能の向上と併せてより確かなものになるよう，副主題を「造形的な資質・能力
を高め，表現する喜びが互いに感じられる授業づくり」と設定し，さらなる研究を進めていっ
た。

４ 研究推進のための柱

（１）育成する造形的な資質・能力を明確にした指導計画の工夫

図画工作科研究主題
豊かにかかわり つながり 自らつくりだす造形活動

図画工作科研究副主題
造形的な資質・能力を高め，表現する喜びが互いに感じられる授業づくり

本校研究仮説
児童がつくりだす形や色，作品にこめられた思いなどのもつよさを，互いに感じ合い，

伝え合う授業づくりを行うことで，より豊かな造形活動が展開されるだろう。



・指導事項の系統性を意識した題材や活動の設定
・成果や課題を次の実践につなげ，広げていく学びの展開を意識した授業づくり

（２）「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善

・自分の思いや考えをもつ（自己内対話）過程の重視
・「話し方・聞き方」の定着と豊かな言語能力の育成
・意見を効果的に交流させ，新たな知を生み出す場の設定

（３）表現する喜びの自覚・共有につながる評価の工夫

・成長を振り返ることができる環境の整備
・成長を感じることができる多様な評価方法

５ 育成する造形的な資質・能力を明確にした指導計画の工夫

（１）技能到達度一覧表及びスマイルこうぼう

昨年度，技能系統表をもとに，１年間の達成率を担任が評価する「技能到達度一覧表」を作成
した。それぞれの学年で児童が道具をどのくらい使うことができるか，いろいろな技法をどれく
らい使えるか等，スキルの到達度を記したものである。これを前担任が次学年の担任へと引き継
ぎ，年間指導計画を立てる際に役立てた。表の中から，以下のような学年の課題が明らかとなっ
た。
（例）
１年(新２年)○色鉛筆 塗り方・・・・・・・・・・・ 80％ 枠をとらずにはみ出す

○のり はみ出さずに塗る・・・・・・・ 70％ はしを塗れない・はみ出す
○はさみ 紙を動かして切る。・・ ・・・ 70％ 紙を回せない

これらの課題を解決し，個々のスキルを向上していくことで，児童一人一人が自分の思いを楽
しくのびのびと表現できるようになると考えた。



そのスキルアップの時間として考えたのが，「スマイルこうぼう」の時間である。15分間の「朝
の活動」のうち，隔週火曜日を「スマイルこうぼう」と名付け，造形的なスキルを身に付ける時
間として設定した。授業で使う用具の扱いに慣れたり，材料と触れ合ったりすることで経験を重
ね，授業の中で自分の思いを表現する力につなげたいと考えた。内容は，短時間でできて達成感
を得られるものにした。多くの作品にふれ，見る楽しさを味わえるアートカードによる鑑賞活動
も取り入れた。
第６学年では，スマイルこうぼうの時間に赤色・黄色・青色の水彩絵の具を混ぜて，12色の色

をつくる活動を行った。少しずつ混ぜる量を変えると，微妙に色が変化するので，児童も興味を
もって意欲的に取り組めた。同じ色でも，既製の絵の具の色とは違う
個性的で味わいのある色になり，それぞれが満足のできる12色相環図
ができあがった。その経験を図画工作科の授業では「いろどりいろい
ろ」という題材として取り扱った。まず，土，砂，チョークやクレヨ
ンを削ったもの，おがくず，花びら等を混ぜ合わせて「絵の具」の代
わりになるものをつくった。混ぜ合わせる素材によって，いろいろな
色ができるので，児童はいろいろ試しながら，時間を忘れて夢中にな
ってつくっていた。次に，つくった色を使って，黄ボール紙の上に絵
を描いた。水分を含んだものを，紙を縦にして流したり，削った色を
上から散らすなど，筆ではできない表現の工夫も見られた。
第１学年では，好きな色を選んだり，自由に並べることを試したり

する造形遊びを行った。まず，スマイルこうぼうの時間を活用し，事前に
小さな色紙を一人20枚程配り，自分の机の上で好きなように並べる活動
を行った。活動に興味をもち，楽しそうに何度も机の上で色紙を並べる児童
が多い中，好きな並べ方が思い浮かばず，何度も並べ直し，活動が進まな
い児童もいた。そのような児童に対しては，友達の並べ方を見せたり，教師
と一緒に好きな色の順番に並べたりした。実際の授業では自分の好きな色
や数の色紙を手に持ち，自分の机や教室の床に思い付くままに並べていく
ことができた。

（２）ことばであらわそう

児童が自分のイメージを表現するための言葉が思い付かず，限られた言葉になってしまうとい
う課題から，言葉で表現する時の参考の１つとして，「ことばであらわそう」を作成した。これ
は振り返りカードの記入時や，鑑賞活動の際に活用
している。余白を設け，本人が見つけた言葉も書き
加えられるようにした。また，分類項目を「かたち，
いろ，てざわり・かんしょく，イメージ」にわけ，
各項目の言葉については，教職員が分担して作成し
た。発達段階に合わせた言葉を使うことができるよ
う配慮している。
特に，オノマトペを用いた表現を取り入れること

で，児童は自分の中にある言葉にならない思いを言
語化できる手段になっていることを感じている様子
が見受けられた。言葉からイメージする思いを表現
しようと試行錯誤をくり返す児童の姿も見られた。
第５学年は，「どこかにているところはないか

な？」～アートカードを使って～という題材を設定
し，徳島県立近代美術館よりいただいたアートカー
ドを用いての鑑賞活動を行った。２人１組で神経衰 【ことばであらわそう（下学年用）】



弱の要領で裏返しているカードを２枚選び，その共通点が言える
とカードがもらえるゲームを行った。自分がカードを手に入れる
ために様々な角度から作品を見つめたり，友達の視点を学んだり
することで，多角的な作品の鑑賞の仕方を学ぶ機会となった。「こ
とばであらわそう」の表を用いて，友達と作品を見比べ相違点を
明らかにしていくことにより，作品を見る視点（形や色・イメー
ジ）が分かるようになっていったように感じる。

６ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善

（１）主体的な学びを展開するために

①わくわく感のある題材構成

題材の把握・児童の表現したいことへの着想や発想，自己内対話や
先行経験が，主体的な学びを支える大きな柱になることを実感した。そこ
で，第４学年では，自分で製作した用具で描くことで，作品に愛着を持つ
ことができると思い，小刀を用いて割り箸からはしペンを作った。児童は，
削り具合で様々な筆跡になっていく面白さを感じながら，自分の好みに
あった線が描けるように試し書きをしながら夢中になって取り組んだ。完
成したはしペンを見て，児童は早く使ってみたいという意欲が高まっていた。
また，様々な削り方をくり返し試したことにより，小刀を使うことの技能の高まりも感じられた。
②基礎的技能の向上

第３学年では板材に釘を打ち込み，ビー玉がおもしろく転がるコースを作る題
材を設定した。まず，金づちによる釘打ちや釘抜きの技能の向上を図るため
に，木切れを使って試し打ちや試し抜きを行った。初めて金づちを扱う児
童にとっては，材料や用具への不安感や恐怖心が強く，思うように釘を打
ち込むことができない児童もいた。しかし，補助具としてのペンチや消し
ゴムによる釘の固定の仕方を提示することで，釘を打ったり抜いたりする
ことができる児童が増えていった。道具や用具の扱いに慣れることで，打
ち込む釘の高さを変えたり，斜めに打ったりする等の発想を作品に生かそ
うとする児童もでてきた。

（２）対話的で深い学びを生み出すために

①表現と鑑賞の一体化

第４学年「願いの種」の題材では，自分の願いや夢からイメージした形を「種」とし，そ
こから伸びる「枝葉や根，茎，花や実」を，未来の自分の姿として表現した。材料からどん
どんイメージを広げていく児童がいる一方で，「種」から何をど
のように広げていけばいいのか，豊富な材料をどう使えばいいの
か，イメージが広がらずに手が止まる児童もいたので，製作途中
にミニ鑑賞会を開いた。児童は，友達の作品のいいところやまね
したいところを付箋に書いて，貼っていった。自分の作品に自信
がなかった児童も，その付箋を見て，互いに嬉しい気持ちになり，
さらに友達の作品からアイデアをもらうことで，自分の作品をい
いものに仕上げていこうという意欲がかき立てられる場となった。
②対話の充実を目指す

第３学年の「くぎ打ちトントン，ビー玉コンコン」の題材では，学習が進んでいくと，「く
ぎと別の材料を組み合わせた仕掛けを作りたい」と多くの児童が感じる，材料との対話が見
られた。ストローに釘をさすことや，釘にクリップを直接挟むことで，ストローやクリップ
を手動で回転させることに気付いた児童が出現し，グループの友達とやり方を共有する様子
が覗えた。試行錯誤する中で，「真ん中の穴が大きかったら回転する」ことに気付き，それ



を全体で共有したことで，児童が思い描いたイメージに近づく作
品が仕上がっていった。回転の仕掛けに気付いた児童は，２年生
の生活科の学習での「おもちゃづくり」のことを思い出したと話
していた。教師は児童一人一人が表したいことを適切に見取り，
支援し，認めることで，これまでの経験との対話を表現に生かし，
深い学びの実現につながることを実感することができた。
また，製作途中の様子をICT機器を用いて記録することで，児童

は相手の表したいことや工夫に気付くことができ，活動の深まり
が感じられた。児童自らが自分の好きなタイミングで写真や動画
を撮ることを通し，活動を共有したり，互いのよいところを発表
し合ったりする上で有効な手段となった。

７ 表現する喜びの自覚・共有につながる評価の工夫

（１）縦割り班「スマイル班」での活動

本校では，１年生から６年生までの12の縦割り班(スマイル班)活動を実施している。この
スマイル班では，ふるさと探検オリエンテーリング，長縄跳び（朝の活動），スマイル集会，
ピカピカタイム（朝の奉仕活動）等の活動をしている。昨年度は，新型コロナウイルス感染
予防のため，長縄跳びや，体育館に全校が集まるスマイル集会の活動は，ほとんどできなか
った。しかし，スマイル集会の時間を活用した造形活動は，同学年ではできない異学年の友
達と交流することになり，形や色，作品への思いのよさを互いに感じ合う豊かな造形活動が
展開されるのではないかと考える。そこで，今年度は，感染予防のため，体育館ではなく各
教室に分かれての造形活動を行うことにした。
○ ねらい

・異学年の児童と造形活動を行うことによって，みんなでつくり，協力する喜びや，製作
の楽しさを味わわせ，主体的に学ぶ力を育てることができる。

・互いに刺激し，教え合うことで，全体的なスキル向上をねらうことができる。
・作品を掲示，鑑賞することで，環境づくりや振り返りの場をつくることができる。

（１）－１「自分マーク」を旗にしよう

今年度スマイル班の初めての会なので，まず，顔合わせと旗づくりを実施した。これは，
各班担当教員が班活動の意義指導をし，班員が自己紹介をした後，グループのめあてや約束
を話し合い，旗づくりを行うというものだ。グループの旗には，班名や班員の名前等を書き，空
いている所には好きな絵や模様を描いた。グループの旗づくりが終わった班から，「自分マーク」の旗
づくりの活動に入った。
①ねらい

・異学年班での造形活動に取り組み，製作する楽しさを味わう。
・作品を互いに鑑賞し，よさや特徴を伝え合う。
・校内や運動会の場で全員の作品を掲示することで，環境づくり
や振り返りの場をつくる。

②取組の実際

○日時 令和３年５月12日（水）２校時
○場所 スマイル班各教室
○材料・道具 八つ切り画用紙の半分，クレパス，カラーペン，色鉛筆等, ラミネートフィルム，ロープ
○事前の活動
・ スマイルこうぼうや図画工作の時間に，オリジナルの「自分マーク」デザインを考え，下描きをす
る。



○本時の活動
・ ６年生が，目的と方法について説明する。
・ 自分マークに彩色や描き加えをしながら仕上げる。
・ 仕上がった作品の工夫やよさを話し合う。
本時では，彩色や描き加えが主な作業になった。低学年は，自分の好

きな物（例えば動物や乗り物，植物，食べ物等）を描く児童が多かった。
中学年は，好きな物をいくつか組み合わせ，飾りや模様などを組み合わ
せたデザインが多かった。高学年では，幾何学的な複雑な模様を描い
たり，絵の中に好きな物を巧みに入れたりするなどし，配色にも工夫が
見られた。
異学年の児童の丁寧に描く姿や表現に触れながら製作することで，

刺激を受け，イメージが広がり，新たに描き加える児童も多かった。前も
ってデザインの大まかな所は考えていたため，模倣ではなく，友達の表
現のよさをマークに取り入れることができ，その結果，色や形の工夫に
つながり，豊かな表現ができた児童もみられた。一人一人の個性が表現された「自分マーク」となっ
た。

○事後の活動
・出来上がった作品を，ラミネートして穴を開け，
各班ごとにロープで通す。

・廊下天井から吊って掲示する。
・運動会では，テントに吊るして飾る。

○ 振り返りカードより
・はじめはすごくまよっていたけれど，すきなものを見てよく考えたら自分にぴったり
のマークができたのでうれしかったです。

・自分のマークをつくりながら，わたしのマークでみんなが喜んでくれたらいいなと思
いました。私のしょうらいの夢は，イラストレーターだからです。

・ちがう学年とできて楽しかったから，次もまたやりたいです。
③成果と課題

ア 成果

・正解のないオリジナルの自分マークを考える中で，イメージを膨らませ，自分の特徴や個
性を形や色に表した作品となった。

・丁寧に彩色し，作品を仕上げることができ，技能向上につながった。
・異学年による活動で，いろいろな学年の作品を鑑賞し，刺激し合うことができた。
・全員の「自分マーク」を校内や運動会で掲示することにより，満足感を味わわせ，鑑賞の
場や成長を振り返る環境の場をつくることができた。

イ 課題

・今回は白の画用紙を全員が使ったが，細かいデザインを描いている児童は，表現しやすい色鉛筆
を使って描いている児童が多く，鮮明さに欠ける作品になってしまった。近くで見ると細かい所まで
よく描けているが，遠くから見ると，見えにくい部分があった。色画用紙を使ったり，細字のカラーペ
ンを使うなど，材料や道具を考える必要がある。

（２）「スマイルこうぼうだより」の発行

児童が生き生きと活動する様子を保護
者に伝えるために，図工だより「スマイ
ルこうぼう」を家庭に向けて発信してい
る。基礎的なスキル向上を目指すための
朝の活動「スマイルこうぼう」や，縦割
り班（スマイル班）で図画工作の活動を
行う「スマイル集会」での様子を写真付
きで掲載している。各時間に込められた



児童と教師の思いや願いを保護者に伝えると同時に，今後の活動で必要になる準備物のお知ら
せを載せ，協力を依頼している。
図工だよりを通して親とコミュニケーションを取っている児童もおり，学校からの一方的な

情報提供だけで無く，親子の交流を深めるツールとしても機能している。家庭において，作品
を褒めたり，製作課程の努力を認めたり，相談に乗ったりなど，対話が増えることによって，
児童はより一層の達成感や充実感を感じると共に，次の作品づくりへの意欲向上に繋がった。

（３）環境整備

①学年掲示板表示

これまで仕上がった題材のみの掲示を行っていたが，作品を鑑賞す
る視点を示すようにした。作品の意図を付け加えて掲示することで，
児童一人一人のよさや表し方の工夫がはっきりと伝わる効果がみられ
た。児童は掲示板の前に立ち止まっては，掲示されている友達の作品
や，自分の作品を鑑賞し，次回の作品づくりへの励みにもなった。ま
た，各学年がどのような図画工作の取り組みをしているのか，作品に
こめられた思いのよさを，異学年の児童や保護者にも示すことができ
るようになった。
②図工室の環境整備

本校は校内事情等で図工室がなく，図画工作科の授業は教室で行われていたが，学習内容に
よっては，使用する際に危険を伴う用具もあるため，児童が安全に楽しく学習ができる図工室
を作ることから環境整備を始めた。
ア 「いす」作り

校内研修で外部講師を招いて，教職員が保護者・児童とともに，木のい
す作りに取り組んだ。大きな木の机に５～６個ずつ手作りのいすを配置で
きた。
イ 材料集め

材料集めは基本的には，児童がその学習活動の中で自分のつくりたいも
のやイメージに合わせて自分が必要だと思うものを考えて，用意をする。
しかし，それだけでは量や種類が足りない場合や，児童が思いつかない材
料もあり，学習活動も広がらない。そこで，全校児童や保護者に図画工作
科における材料集めの意義について周知し，玄関にコンテナを置いて材料
集めを行ったり，学習活動で作った材料や余った材料を整理したりして図
工室に置くようにした。
ウ 材料・用具の整理

集めた材料を，種類ごとに分けてコンテナに入れ，それぞれに材料名を
表示して，使いやすいように整えた。ペットボトルキャップを色別に分け
たり，カップやトレイなども大きさ別に分けたりするなど，使いやすいよ
うに分類した。また用具についても，学習指導要領「第４章 指導計画の
作成と内容の取扱い ２ 内容の取扱いと指導上の配慮事項（６）（７）」
で示された材料や用具，本校で作成した「技能系統表」，教科書に記載さ
れている用具等を参考に，安全面に考慮して整備した。
③効果的なICT機器の活用

図画工作科におけるICT機器の活用については多岐に渡る。一人一台タブレ
ット端末が有効活用できることで，より多くの活動に役立てることができると
考える。以下は本校で，ICT機器の活用へつなげた活動の一部である。
・ 示範例を動画で撮影し，製作途中の説明を自分の見たいタイミングで見る
ことができた。
・ 手元の作業を大きく見せることで，用具や材料の使い方を示範することが
できた。



・ 製作途中の記録を児童自身がタブレット端末で記録することで，教師が評価
の際にも役立てることができた。
・ 他教科と連携し，表現したものにプログラミングを組むことで，動きを可視化
することができた。

（４）教師の声かけ

児童が自分の思いを表現する喜びを自覚し，新たな発想を生み出し活動していくためには，
教師の目配りが大切である。第１学年の「いろいろならべて」の造形遊びでは，ペットボトル
キャップの形や色から並べ方を思い付き，試行錯誤する中で好きな並べ方を見付ける活動を行
った。表現過程における児童の見取りが評価と密接に関わっているので，教師の言葉かけ一つ
で児童のモチベーションも変わっていった。活動の様子をみていると，ペットボトルキャップ
の凹みを上に向けて並べている児童がいた。「なんで反対向きにした
の。」とたずねると，児童は「（反対の方が，模様がなく）色がきれ
いになるから。」と答えた。この短い会話の中には，材料に対する色
彩感覚や，材料からイメージする自分の表現したいものへの価値付
けにつながる対話的な学びが含まれている。1年生の児童にとって，
自分の感覚を生かした活動を認める教師の声かけは，更に新たな発
想を生み出す原動力となった。
教師の効果的な声かけや発問は，児童の活動をより面白く深める手立ての一つとして大切で

あることを改めて感じた。そのためには，児童の活動を的確に見取り，造形的な見方や考え方
がより引き出せるような言葉を意識してかける必要がある。短い言葉であっても，状況を捉え，
学習展開に近づけることのできる言葉のストックを持っておき，適宜使うことができるように，
教師自らが授業における評価項目を明確にすることが大切である。作品に対して，「どうして
そうしたのか。」と聞いたり，色づかいや工夫している所など児童のよさを見取って賞賛した
りすることで，相手の考えにも耳を傾け，新しい活動へと展開していくことも期待できるだろ
う。

８ 成果と課題

（１）成果

・技能系統表をもとに，身に付いていない技能や，取り組ませたいことが明確となり，題材計
画やスマイルこうぼうの計画に生かすことができた。教師側も学年の課題や，その学年で指
導することが明確となったため，大変有効な手段となった。
・コロナという時事に関連した題材を扱うことで，児童が題材のも
つ意味や思いを捉え，学習への意欲を保持したまま造形活動に取
り組むことができた。
・授業時間内に設定できない活動・折り紙や塗り絵といった教育課
程にない活動も，スマイルこうぼうの時間を確保することで実施
し，児童が自然と造形的な資質・能力を高める経験につながった。
・スマイル集会では，共同製作の楽しさや達成感を味わうことがで
きた。個人で作ったものが，１つの作品になったときの驚きや喜
びは，さらなる表現意欲を高めることにつながると感じた。
・児童が「やってみたい」「何に使うのかイメージがわきそうでわかない」といった，題材へ
のわくわく感がある授業は，児童の表現意欲が高く，題材を通してその意欲が続いていた。
・自分の表現したいものを見つけるまでの時間が大切であることを実感した。児童の興味関心
が継続する題材構成や，児童がであう材料や素材，活動場所や環境を工夫したり，友達との
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かかわりや自己内対話の時間を確保したりすることが大切であると感じた。
・製作途中での鑑賞の時間は，有効であった。互いの作品をじっくりと見て，自分の作品に生
かすことになった。また，共同製作をすることで，自分のつくりたいものが明確になったり，



友達と作品がまとまってよりよい作品になったりするなど，イ
メージを具現化するために大いに役立った。
・作品を見る楽しさを体感するには，アートカードを使った活
動や，鑑賞領域の授業，普段から作品を見る環境を整備するこ
とが大切であった。作品のよさは，画一的なもではないこと，
写実的なものが素晴らしいものであるとは限らないということ
が，児童の中で少しずつ理解できるようになり，友達の作品を
認める声が多く聞こえるようになった。
・保護者をはじめとする様々な人にも作品をみてもらう機会，
認められる機会は，児童の新たな表現内容への意欲付けとなり，
より主体的な学びが展開されるようになった。
・「ことばであらわそう」を活用することで，児童の中にスト
ックする言葉が増えた。特にオノマトペによる表現は，児童に
とって馴染みやすい言葉になっていた。また，言葉をヒントに
イメージを膨らませる表現活動も展開でき，言語活動の充実が，
児童の表現活動の幅を広げる一助にもなっていた。
・教師も児童の成長を認めることのできる言葉をさがし，声を
かける実践をくり返すことによって，児童の作品への見方が深まり，評価に生かすことがで
きるようになった。

（２）課題

・指導計画を立てる際，「技能到達度一覧表」を見て，集団として習得している技能を把握し
やすいが，一人一人身に付いている技能は異なる。学級の指標にはなるが，実際の授業では，
一人一人の学びをしっかりと見取ることが大切である。
・表現は，他の作品も見る経験や，成長段階での児童が積んできた経
験一つでどんどん形を変える。題材を扱う前から，児童の造形的な見
方や考え方の芽が育っている。それは，材料集めの段階から，児童は
「何に使おうか」と材料を楽しみながら収集しているという，授業の
前段階でのであいを大切にすることにつながっている。完成した作品
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だけでなく，作品にこめられた思いをしっかり見取り，感じることも
教師には求められている。
・教師の言葉は，児童にとってヒントや励ましになる。児童の全ての思
いや考えを受け止め，承認することが，新たな表現意欲につながるため，
効果的な声かけや机間指導を，今後も研究することが大切である。教師
の声かけにより，児童の表現活動に制約がかからぬよう留意したい。
・児童の評価をする際には，製作過程の評価規準を教師も明確にもって
おく必要がある。
・タブレット端末を使った写真や動画の撮影は，製作途中の様子の記録
にもなるので，指導体制を工夫することも大切であると感じた。
・GIGAスクール時代の到来により，１人１台タブレット端末を活用することができるので，自
分の好きなタイミングで，写真を残しておくことも可能となった。図画工作科の授業におけ
るタブレット端末の有効的な活用法について，今後検討していきたい。



９ 終わりに

表現と鑑賞の一体化を図り，相互に関した授
業展開を目指すことで，児童の造形的な資質・
能力を少しずつ育成することができるようにな
ったと感じている。アンケートからも，「鑑賞
活動が楽しかった」と回答する児童が，全体の
12％増えたことも成果といえるだろう。その中
には，作品の持つよさや面白さを感じ取ろうと，
身近な美術作品についての鑑賞を自主学習ノー
トにまとめている児童もいる。

そして，教師も図画工作科の授業のみならず，学校教育活動全般を通して，児童を賞賛する
声をたくさんかけることができるようになった。題材に没頭する児童の真剣なまなざし，自分
の思いを表現できたときの喜び，自分や友達の作品を前に見せるとびきりの笑顔など，児童の
様々な表情を見ることができた。「造形的な資質・能力を高め，表現する喜びが互いに感じら
れる授業づくり」を目指した研究が，感性豊かに，自信を持って教育活動に向かう児童の姿へ
とつながるよう，今後も教職員一丸となって教育実践を重ねていきたい。


